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３
月
29
、
30
日
全
木
連
・
全
木
協
連
等
の

理
事
会
、事
務
局
長
会
議
等
を
開
催

通
常
総
会
に
向
け
た
29
年
度
事
業
報
告
・
収
支
見
通
し
、
30
年
度
事
業
計
画
案
・

収
支
計
画
案
を
審
議

　

去
る
３
月
29
日
（
木
）
、
東
京
・

新
木
場
の
木
材
会
館
に
お
い
て
、
全

国
か
ら
代
表
者
が
出
席
し
、
全
木

連
・
全
木
協
連
等
合
同
正
副
会
長

会
議
、
全
木
連
・
全
木
協
連
・
木
退

共
の
理
事
会
、
全
木
政
連
常
任
委
員

会
が
開
催
さ
れ
、
各
団
体
の
平
成
29

年
度
事
業
報
告
、
収
支
見
通
し
及
び

平
成
30
年
度
事
業
計
画
案
、
収
支
予

算
案
等
の
審
議
や
林
野
庁
と
の
情

報
交
換
会
が
開
催
さ
れ
る
と
と
も

に
、
翌
30
日
（
金
）
に
は
事
務
局
長

会
議
等
が
行
わ
れ
た
。

（
一
社
）全
国
木
材
組
合
連
合
会
理
事
会

全
木
連
・
島
田
副
会
長
挨
拶
（
要
旨
）

　

吉
条
会
長
（
島
田
副
会
長
代
理
）

の
挨
拶
の
後
、
５
月
15
日
（
火
）
に

開
催
予
定
の
第
79
回
通
常
総
会
へ

の
報
告
事
項
並
び
に
提
出
議
案
と

し
て
、
平
成
29
年
度
事
業
報
告
、
収

支
決
算
見
通
し
、
が
事
務
局
よ
り
説

明
さ
れ
、
原
案
通
り
承
認
さ
れ
た
。

そ
の
後
、
公
共
建
築
物
、
民
間
施
設

等
で
の
木
材
利
用
促
進
法
の
見
直

し
の
検
討
、
パ
リ
協
定
に
よ
る
森
林

整
備
の
促
進
、
ク
リ
ー
ン
ウ
ッ
ド
法

の
施
行
な
ど
の
動
き
が
み
ら
れ
る

中
、
木
材
利
用
を
優
先
す
る
社
会

（
ウ
ッ
ド
フ
ァ
ー
ス
ト
社
会
）
の
実

現
を
め
ざ
し
、
地
球
温
暖
化
防
止
、

地
域
社
会
の
活
性
化
に
大
き
く
貢

献
す
る
木
材
の
利
用
促
進
等
を
主

な
内
容
と
す
る
平
成
30
年
度
事
業

計
画
案
と
収
支
計
画
案
等
が
上
程

さ
れ
、
原
案
通
り
可
決
承
認
さ
れ

た
。

　

平
成
29
年
の
新
設
住
宅
着
工

戸
数
は
、
前
年
比
０
．
３
％
減
の

９
６
万
４
６
４
１
戸
で
、
国
交
省
は

「
郊
外
で
は
需
要
が
ピ
ー
ク
ア
ウ
ト

し
た
」（
建
設
経
済
統
計
調
査
室
）

と
分
析
。　

　

耐
火
木
製
品
の
開
発
、
中
小
規
模

の
ビ
ル
や
集
合
住
宅
の
事
例
の
増

加
、
設
計
士
や
建
築
士
の
木
造
・
木

質
化
へ
の
関
心
や
意
識
の
高
ま
り
、

政
令
指
定
都
市
議
連
の
立
ち
上
げ

(

４
月
12
日
立
上
げ
式)

、
共
に
行

動
す
る
企
業
の
募
集
開
始(

３
月

16
日)

、JA
P
IC

の
提
言
書
（
木
材

利
用
法
案
へ
の
取
組
み
）、
建
築
基

準
法
の
改
正;

内
装
制
限
の
緩
和

(

今
国
会
に
提
出)

等
新
し
い
動
き
。

　

都
市
部
の
自
治
体
に
配
分
さ
れ

る
森
林
環
境
税
の
目
に
見
え
る
使

い
方
の
提
案
が
我
々
業
界
に
求
め

ら
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
Ａ
材
需

要
の
拡
大
と
国
産
材
の
品
質
管
理

の
向
上
対
策
、
山
元
価
格
の
引
き

上
げ
に
よ
る
所
有
者
の
経
営
意
欲

の
喚
起
、
国
産
材
生
産
力
の
強
化
と

安
定
し
た
需
給
関
係
の
構
築
等
に

向
け
、
林
業
・
木
材
産
業
以
外
の
業

種
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
に

取
組
ん
で
い
く
所
存
。

全木連島田副会長の挨拶
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企業経営に安心を提供します
　　　　　全木連グループの各種保障制度

おかげさまで４０年　
中型グループ

ケ
ガ
・
病
気
入
院

な
ど
の
備
え
に

全国木材協同組合連合会
〒100-0014  東京都千代田区永田町 2-4-3

ＴＥＬ　03-3580-3215（代）

従業員のために中型グループ

経営者のために総合保障プラン

総合賠償補償制度

任意労災保障制度

木　退　共

第３者への事故対策に

労働災害への対策に

従業員の退職金の準備に

全
国
木
材
産
業
政
治
連
盟
常
任
委
員
会

（
一
社
）木
材
産
業
退
職
金

　
　
　
　
　

共
済
会
臨
時
理
事
会

全
木
協
連
・
坂
東
会
長
挨
拶
（
要
旨
）

 

情
報
交
換
会

 

事
務
局
長
会
議
等

政
令
指
定
都
市

　
　

木
材
利
用
議
員
連
盟
発
足

　

平
成
29
年
度
事
業
報
告
、
収
支

決
算
見
通
し
、
平
成
30
年
度
事
業

計
画
案
、
収
支
予
算
案
、
会
費
等
に

つ
い
て
審
議
さ
れ
、
事
務
局
か
ら

木
材
を
優
先
し
て
活
用
す
る
ウ
ッ

ド
フ
ァ
ー
ス
ト
社
会
を
実
現
し
、
森

林
・
林
業
・
木
材
産
業
の
活
性
化

を
図
る
た
め
、
森
林
・
林
業
・
木
材

産
業
界
の
政
治
力
を
結
集
し
て
活

動
を
推
進
す
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
、

原
案
ど
お
り
可
決
承
認
さ
れ
た
。

　

日
本
の
森
林
・
林
業
に
関
す
る

国
民
の
皆
様
の
関
心
は
日
に
日
に

高
ま
っ
て
き
て
い
る
。
森
林
環
境

税(

仮
称)

及
び
森
林
環
境
譲
与
税

(

仮
称)

の
創
設
や
そ
の
根
幹
と
な

る
「
新
た
な
森
林
経
営
管
理
法
案
」

が
国
会
等
で
議
論
。
林
業
改
革
の

テ
ー
マ
は
、「
意
欲
と
能
力
の
あ
る

経
営
体
に 
森
林
の
管
理･

経
営
を

集
積･

集
約
化
」
で
あ
る
が
、
木
材

需
要
の
拡
大
及
び
そ
の
た
め
の
供

給
力
の
強
化
が
な
け
れ
ば
果
し
得

な
い
も
の
。

　

さ
い
た
ま
市
で
開
催
し
た
「
中
大

規
模
木
造
建
築
の
す
す
め
」
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
に
お
い
て
は
、「
木
構
造
技

術
の
今
を
展
望
し
技
術
移
転
を
探

る
」
と
題
し
て
、
Ｃ
Ｐ
Ｄ
制
度
も
含

め
た
取
組
み
の
必
要
性
に
つ
い
て

議
論
。

　

平
成
29
年
度
事
業
報
告
、
収
支
決

算
見
通
し
、
平
成
30
年
度
事
業
計
画

案
、
収
支
予
算
案
、
会
費
、
等
に
つ

い
て
審
議
さ
れ
、
事
務
局
か
ら
従
業

員
福
祉
の
増
進
と
産
業
の
振
興
を

図
る
た
め
、
制
度
の
普
及
推
進
活

動
、
加
入
促
進
活
動
を
積
極
的
に
進

め
て
行
く
と
と
も
に
会
員
、
加
入
者

の
管
理
、
退
職
金
支
払
い
等
を
適
切

に
実
施
す
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
、
原

案
ど
お
り
可
決
承
認
さ
れ
た
。

　

議
事
終
了
後
、
情
報
交
換
会
が
開

催
さ
れ
、
林
野
庁
の
猪
島
木
材
産
業

課
長
、
玉
置
木
材
利
用
課
長
、
小
坂

計
画
課
長
、
箕
輪
首
席
計
画
官
か

ら
、
平
成
29
年
度
補
正
、
30
年
度
予

算
、
森
林
環
境
税
、
森
林
経
営
管
理

法
案
の
概
要
、
国
交
省
の
武
井
木
造

住
宅
振
興
室
長
か
ら
木
造
住
宅
の

振
興
な
ど
の
情
報
提
供
が
行
わ
れ

た
後
意
見
交
換
が
行
わ
れ
た
。

全
国
20
の
政
令
指
定
都
市
の
市
議

１
４
７
名
が
参
加
す
る
「
政
令
指
定

都
市
木
材
利
用
促
進
議
員
連
盟
」
が

４
月
12
日
に
発
足
し
た
。

　

３
年
以
上
前
か
ら
準
備
を
進
め
、

政
令
指
定
都
市
が
有
す
る
容
積
率

の
緩
和
権
限
を
活
用
し
て
、
都
市
部

で
の
木
造
建
築
物
の
建
築
を
目
的

に
、
全
20
都
市
が
一
体
と
な
っ
て
取

組
み
、
林
業
の
成
長
産
業
化
や
地

球
温
暖
化
防
止
等
を
都
市
部
が
応

援
す
る
新
た
な
仕
組
み
が
立
ち
上

が
っ
た
。

　

翌
30
日
（
金
）
は
、
事
務
局
長
会

議
等
が
開
催
さ
れ
た
。

　

ま
ず
、
木
材
・
木
製
品
製
造
業
ゼ

ロ
災
推
進
全
国
事
務
局
責
任
者
会

議
・
平
成
29
年
度
第
４
回
木
材
・

　

坂
東
会
長
の
挨
拶
の
後
、
議
事
に

入
っ
た
。
事
務
局
よ
り
５
月
に
開

催
予
定
の
第
58
回
通
常
総
会
へ
の

提
出
議
案
と
し
て
、
平
成
29
年
度
事

業
報
告
、
収
支
決
算
見
通
し
に
つ
い

て
、
平
成
30
年
度
事
業
計
画
案
、
収

支
予
算
案
等
が
審
議
さ
れ
、
原
案
通

り
可
決
承
認
さ
れ
た
。

　

な
お
、
中
型
グ
ル
ー
プ
共
済
保

険
の
加
入
者
に
つ
い
て
は
、
こ
こ
数

全
国
木
材
協
同
組
合
連
合
会
理
事
会

年
、
加
入
者
の
減
少
が
続
い
て
お

り
、
全
木
協
連
の
安
定
し
た
事
業
運

営
の
た
め
に
も
計
画
的
な
加
入
促

進
に
努
め
る
こ
と
と
さ
れ
た
。

　

今
後
、
日
本
建
築
士
会
連
合
会
や

建
築
士
会
等
と
の
連
携
を
更
に
深

め
つ
つ
、
木
材
を
利
用
し
た
住
宅
や

ビ
ル
を
建
築
し
よ
う
と
す
る
設
計

士
や
建
築
会
社
に
対
し
て
、
木
材
の

良
さ
を
最
大
限
に
活
か
す
工
法
や

様
式
、
デ
ザ
イ
ン
な
ど
を
提
供
し
、

意
欲
的
な
木
材
の
利
活
用
に
発
展

さ
せ
て
い
く
べ
き
。

　

木
材
業
界
と
消
費
者
と
を
繋
ぐ
、

建
築･

設
計
関
係
者
な
ど
へ
の
木

材
利
用
へ
の
関
心
を
よ
り
一
層
高

め
、
深
め
る
こ
と
に
よ
り
、
品
質
の

確
か
な
安
定
供
給
体
制
の
確
立
と

ニ
ー
ズ
が
高
ま
り
、
結
果
と
し
て
、

山
元
の
供
給
体
制
の
強
化
、
充
実
に

繋
が
っ
て
い
く
。
今
ま
で
以
上
の

努
力
と
工
夫
を
重
ね
て
い
く
こ
と

が
極
め
て
重
要
。

全木協連　坂東会長の挨拶

木
製
品
部
会
合
同
会
議
が
開
催
さ

れ
、
厚
労
省
労
災
保
険
財
政
数
理
室

の
野
口
室
長
、
林
野
庁
林
業
労
働
対

策
室
の
土
田
課
長
補
佐
か
ら
、
労
働

災
害
発
生
状
況
や
労
災
保
険
の
収

支
状
況
等
の
説
明
や
事
務
局
か
ら

ゼ
ロ
災
運
動
・
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ

ン
ト
の
推
進
等
に
つ
い
て
報
告
が

行
わ
れ
た
。

　

そ
の
後
、
大
阪
府
木
連
の
三
宅
専

務
か
ら
政
令
指
定
都
市
木
材
利
用

促
進
議
員
連
盟
の
動
き
、
事
務
局
か

国
産
材
活
用
運
動
推
進
協
議
会
活

動
、
全
木
連
・
全
木
協
連
補
助
事
業

等
の
実
施
状
況
等
に
つ
い
て
説
明

が
行
わ
れ
た
。
特
に
全
木
連
が
取

組
む
平
成
29
年
度
補
正
予
算
の
Ｊ

Ａ
Ｓ
構
造
材
実
証
支
援
事
業
に
つ

い
て
、
林
野
庁
木
産
課
岩
井
補
佐
、

福
島
係
長
に
よ
る
説
明
が
あ
り
、
さ

ら
に
会
員
と
の
間
で
極
め
て
熱
心

な
質
疑
応
答
が
行
わ
れ
て
２
日
間

の
日
程
を
終
了
し
た
。
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第
９
回
「
新
た
な
木
材
利
用
」
事
例
発
表
会

　
　

「
木
の
学
び
や
と
木
の
ま
ち
づ
く
り
の
動
向
」
を
テ
ー
マ
に
開
催

　

林
野
庁
も
全
面
的
に
協
力
す
る

姿
勢
で
あ
り
、
当
日
は
沖
長
官
が
記

念
講
演
を
行
っ
て
、
力
強
い
エ
ー
ル

を
送
っ
た
。

　

今
後
、
年
数
回
開
催
さ
れ
る
勉
強

会
等
を
通
じ
て
、
他
の
市
議
に
参
加

を
働
き
掛
け
る
と
と
も
に
、
全
国
で

10
以
上
の
県
が
制
定
し
て
い
る
「
木

材
利
用
促
進
条
例
」
の
政
令
指
定
都

市
版
の
制
定
等
を
当
面
の
目
標
と

し
て
い
る
。

　

政
令
指
定
都
市
の
人
口
は
２
，

７
０
０
万
人
に
の
ぼ
り
、
我
が
国
の

人
口
の
４
分
の
１
を
占
め
る
こ
と

か
ら
、
こ
れ
ら
の
都
市
で
の
木
材
利

用
が
進
め
ば
、
そ
の
イ
ン
パ
ク
ト
は

極
め
て
大
き
く
、
地
方
創
生
面
で
の

波
及
効
果
や
上
下
流
連
携
・
都
市
間

交
流
の
面
で
飛
躍
的
な
効
果
を
挙

げ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

　

経
済
界
か
ら
の
提
言
が
相
次
い

で
出
さ
れ
る
な
ど
、
都
市
部
で
の
木

材
利
用
促
進
は
大
き
な
潮
流
と
な

り
つ
つ
あ
り
、
こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で

政
令
都
市
議
連
が
発
足
し
た
意
義

は
き
わ
め
て
大
き
い
。

　

と
り
わ
け
、
最
後
に
挨
拶
に
立
っ

た
横
浜
の
横
山
市
議(

幹
事
長)

の
、

「
我
々
が
し
っ
か
り
国
産
材
を
使
う

こ
と
が
山
へ
の
還
元
に
な
る
と
い

う
意
識
を
強
く
持
っ
て
取
組
む
こ

と
で
、
地
元
の
木
材
関
係
団
体
と
の

繋
が
り
も
生
ま
れ
、
同
じ
土
俵
で
木

材
の
振
興
を
考
え
て
い
く
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
が
で
き
た
こ
と
も
有

意
義
」
と
の
言
葉
が
、
当
議
連
発
足

の
真
髄
を
表
し
て
お
り
、
こ
れ
か
ら

の
活
動
が
大
い
に
注
目
さ
れ
る
。

全
木
連
等
を
会
員
と
し
た
「
国
産
材

を
活
用
し
日
本
の
森
林
を
守
る
運

動
推
進
協
議
会
」
は
、
次
世
代
に
向

け
健
全
な
森
林
を
引
き
継
い
で
い

く
た
め
、
協
議
会
と
と
も
に
国
産
材

の
利
用
拡
大
に
向
け
た
具
体
的
な

行
動
を
起
こ
し
て
い
た
だ
け
る
企

業
を
認
定
し
、
４
月
16
日
に
認
定
証

の
授
与
式
を
行
っ
た
。

　

全
木
連
等
６
団
体
は
、
平
成
29

年
10
月
27
日
に
「
森
林
・
林
業
の

再
生
に
向
け
た
共
同
行
動
宣
言

２
０
１
７
」
を
発
表
し
た
が
、
そ
の

活
動
の
一
環
と
し
て
協
議
会
を
設

立
、「
共
に
行
動
す
る
企
業
」
を
募
集

し
た
も
の
。
３
月
16
日
に
募
集
を
始

め
、
４
月
３
日
に
「
共
に
行
動
す
る

企
業
認
定
委
員
会
」（
委
員
長:

野
城

智
也
東
大
生
産
技
術
研
究
所
教
授
）

を
開
催
し
、
第
１
期
認
定
企
業
と
し

て
６
社
を
認
定
し
た
。

　

当
日
は
、
協
議
会
を
代
表
し
て
前

田
日
本
林
業
協
会
会
長
か
ら
認
定

証
（
ヒ
ノ
キ
製
）
を
授
与
し
た
後
、
吉 議員連盟設立総会

第
１
期
「
共
に
行
動
す
る
企
業
」
の

                  

認
定
証
授
与
式
を
開
催

条
全
木
連
会
長
、
佐
藤
全
森
連
会
長

か
ら
お
礼
の
言
葉
が
述
べ
ら
れ
た
。　
　

記
者
と
の
懇
談
で
は
、
川
上
と
川
下

の
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
づ
く
り
を

め
ざ
す
こ
の
運
動
に
、
川
下
の
大
手

ゼ
ネ
コ
ン
等
が
認
定
さ
れ
た
こ
と

は
、
運
動
の
輪
の
拡
が
り
に
と
っ
て

極
め
て
大
き
い
意
義
が
あ
る
と
の

発
言
も
な
さ
れ
、
国
産
材
利
用
拡
大

運
動
が
大
き
く
広
が
っ
て
い
く
期

待
を
持
た
せ
る
画
期
的
な
式
典
に

な
っ
た
。

　

２
月
６
日
（
木
）
木
材
会
館
７
階

ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
全
木
連
及
び
木

材
利
用
推
進
中
央
協
議
会
の
主
催

に
よ
る
「
新
た
な
木
材
利
用
」
事
例

発
表
会
が
、
木
材
関
係
業
界
の
ほ
か

建
築
・
設
計
、
土
木
、
家
具
・
建
具
、

地
方
公
共
団
体
等
約
１
２
０
名
の

参
加
者
を
得
て
盛
会
裏
に
開
催
さ

れ
た
。

　

今
年
で
９
回
目
を
迎
え
る
同
事

例
発
表
会
は
、
Ⅰ
部
で
、「
都
市
木
造

の
可
能
性
」
を
テ
ー
マ
に
株
式
会
社

内
海
彩
建
築
設
計
事
務
所
の
代
表

取
締
役
内
海
彩
氏
が
基
調
講
演
を

行
っ
た
。

　

①
２
０
０
０
年
の
建
築
基
準
法

の
性
能
規
定
化
に
よ
っ
て
、
必
要
な

性
能
を
満
た
せ
ば
、
ど
ん
な
用
途
や

規
模
の
建
築
物
で
も
木
造
で
つ
く

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
耐

震
・
防
耐
火
性
能
を
備
え
た
中
高
層

木
造
建
築
を
都
市
木
造
と
呼
ぶ
こ

と
と
し
た
こ
と
、
②
新
し
い
木
質
材

料
や
解
析
技
術
の
進
歩
・
実
験
検
証

に
も
と
づ
く
法
律
や
規
制
の
合
理

化
に
よ
っ
て
様
々
な
木
造
建
築
が

実
現
可
能
と
な
っ
て
き
た
こ
と
、
③

都
市
木
造
は
、
森
林
の
樹
木
と
同
じ

よ
う
に
炭
素
固
定
の
役
割
を
果
た

し
、
都
市
で
木
が
使
わ
れ
て
い
る
間

に
森
で
は
木
が
成
長
す
る
の
で
持

続
性
の
あ
る
循
環
型
社
会
の
実
現

が
可
能
で
、
都
市
と
地
方
を
繋
ぐ
こ

と
が
で
き
る
こ
と
を
説
明
。
都
市
木

造
の
例
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
都

市
木
造
が
推
進
さ
れ
る
こ
と
を
わ

か
り
や
す
く
報
告
さ
れ
た
。

　

Ⅱ
部
で
は
、「
木
材
を
使
っ
た
街

づ
く
り
」
の
事
例
と
そ
の
評
価
を

テ
ー
マ
に
、
ま
ず
、
清
水
建
設
株
式

会
社
設
計
本
部
教
育
・
文
化
施
設
設

計
部
部
長
の
牧
住
敏
幸
氏
が
、
ロ
ン

グ
ス
パ
ン
Ｌ
Ｖ
Ｌ
ユ
ニ
ッ
ト
パ
ネ

ル
に
よ
る
大
屋
根
を
事
例
と
し
て
、

下
関
ゴ
ル
フ
倶
楽
部
の
自
然
と
調

和
す
る
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
と
し
て
、
①

木
造
の
大
屋
根
に
挑
戦
し
、
建
物
重

量
を
軽
減
し
た
こ
と
に
よ
り
基
礎

の
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
に
つ
な
が
っ
た

こ
と
、
②
用
途
地
域
の
指
定
が
な
い

建
築
条
件
を
活
か
し
て
、
創
意
工
夫

し
て
シ
ス
テ
ム
化
す
る
こ
と
で
Ｌ

Ｖ
Ｌ
木
造
大
屋
根
の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ

ク
な
空
間
を
実
現
し
た
こ
と
を
報

告
さ
れ
た
。
ま
た
、
同
社
の
東
京
木

工
場
、
寺
社
建
築
の
取
組
み
、
国
宝

薬
師
寺
東
棟
の
保
存
修
理
、
耐
火
技

術
の
取
組
み
、
日
本
初
の
ゼ
ロ
エ
ネ

ル
ギ
ー
ビ
ル
の
実
現
、
ハ
イ
ブ
リ
ッ

ド
木
質
構
法
な
ど
最
新
技
術
の
展

開
に
つ
い
て
も
報
告
さ
れ
た
。 

　

さ
ら
に
、「
木
造
・
木
質
化
の
多

用
途
利
用
」W

O
O

D
.A

L
C

の
取
組

み
に
つ
い
て
、
日
本W

O
O

D
.A

L
C

協
会 

事
務
局
長
の
松
浦
薫
氏
か
ら
、

①
Ｗ.

Ａ
Ｌ
Ｃ
（
ダ
ブ
リ
ュ
・
エ
イ

エ
ル
シ
ー:

厚
板
集
成
版
）
は
、「
低

炭
素
社
会
を
達
成
さ
せ
る
」
木
材
の

前段左から、タマホーム、佐藤会長、前田会長、吉条会長、シェルター

後段左二人目から、住友林業Ｇ、竹中工務店、ニチハ、ナイス

第
１
期
認
定
企
業

① 

㈱
シ
ェ
ル
タ
ー
② 

タ
マ
ホ
ー
ム
㈱

③ 

ナ
イ
ス
㈱

④ 

ニ
チ
ハ
㈱

⑤ 

㈱
竹
中
工
務
店
⑥ 

住
友
林
業
グ
ル
ー
プ
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平成３０年２月分集計表 （ ）内は実数

〔流通部門〕 モニター数１３６ 回答数７６ 回収率５６％

当月の状況

販 売 量 増加２０％（１５） 変わらず５１％（３９） 減少２９％（２２） 
仕 入 量 増加１８％（１４） 変わらず５７％（４３） 減少２５％（１９） 
販売価格 上昇２４％（１８） 変わらず７２％（５５） 下降 ４％（ ３） 
仕入価格 上昇３８％（２９） 変わらず５８％（４４） 下降 ４％（ ３） 

来月の見通し

販 売 量 増加３３％（２５） 変わらず６３％（４８） 減少 ４％（ ３） 
仕 入 量 増加３４％（２６） 変わらず６１％（４６） 減少 ５％（ ４） 
販売価格 強含み１３％（１０） 保ち合い８６％（６５） 弱含み １％（ １） 
仕入価格 強含み２９％（２２） 保ち合い７０％（５３） 弱含み １％（ １） 

３ヵ月後相場予想 強 含 み 保ち合い 弱 含 み
米  材 ４３％（２６） ５６％（３４） ２％（ １）

南 洋 材 ３８％（２１） ６３％（３５） ０％（ ０）

北洋材（欧州材を含む） ２６％（１５） ７２％（４１） ２％（ １）

国 産 材 ２８％（２１） ６９％（５１） ３％（ ２）

建  材 ２５％（１５） ７２％（４３） ３％（ ２）

プレカットの動向

発注後、加工まで

の待ち時間

１ヶ月以内 １ヶ月 １ヶ月以上

３７％（２２） ５３％（３２） １０％（ ６）

〔製造部門〕 モニター数１４４ 回答数７６ 回収率５３％

当月の状況

販 売 量 増加２０％（１５） 変わらず６１％（４６） 減少２０％（１５） 
仕 入 量 増加１８％（１４） 変わらず６１％（４６） 減少２１％（１６） 
販売価格 上昇２２％（１７） 変わらず７６％（５８） 下降 １％（ １） 
仕入価格 上昇２９％（２２） 変わらず６７％（５１） 下降 ４％（ ３） 

来月の見通し

販 売 量 増加３３％（２５） 変わらず５７％（４３） 減少１１％（ ８） 
仕 入 量 増加３０％（２３） 変わらず５８％（４４） 減少１２％（ ９） 
販売価格 強含み１３％（１０） 保ち合い８７％（６６） 弱含み ０％（ ０） 
仕入価格 強含み１７％（１３） 保ち合い７８％（５９） 弱含み ５％（ ４） 

３ヵ月後相場予想 強含み 保ち合い 弱含み

米  材 ６９％（１８） ２７％（ ７） ４％（ １）

南 洋 材 ５０％（１０） ４５％（ ９） ５％（ １）

北洋材（欧州材を含む） ５８％（１４） ４２％（１０） ０％（ ０）

国 産 材 ２９％（２１） ６０％（４３） １１％（ ８）

プレカットの動向 

受注後、加工まで

の待ち時間

１ヶ月以内 １ヶ月 １ヶ月以上

５４％（１５） ３９％（１１） ７％（ ２）

独立行政法人 農林漁業信用基金
〒101-8506 東京都千代田区内神田1丁目1番12号（ｺｰﾌﾟﾋﾞﾙ11階）
TEL:03(3294)5585～558６ FAX:03(3294)5595
URL:http://www.jaffic.go.jp

〇事業に必要な資機材の購入、人件費や燃料費の支払い
〇災害等で事業に入れない期間の掛かり増し経費
〇事業規模の拡大

などで一時的な資金が必要な方にもご利用いただけます。

林業・木材産業の皆様の融資を支援いたします。

当基金は、法律により国や都道府県の出資をもとに設立された公的機関で、昭和３８年の
林業信用保証制度の創設以来、多くの皆様にご利用いただいております。

「銀行から融資を受けたいけれど・・・」とお考えの林業・木材産業の経営者
の皆様、もしも返済できなくなった場合に当基金が返済を肩代わりする
債務保証を利用すれば、融資が受けやすくなります。

まずはお近くの銀行、信用金庫、信用組合などの金融機関、
当基金の窓口へお気軽にご相談ください。

景 況 調 査

内海彩建築設計事務所　内海氏

第 45 回農林水産大臣賞受賞

略
称
で
あ
り
、
②
樹
種
は
、
ス
ギ
、
ヒ

ノ
キ
、
カ
ラ
マ
ツ
、
そ
の
他
で
、
③
そ

れ
を
間
柱
、
集
成
ラ
ミ
ナ
に
し
て
、

厚
さ
１
２
０
㎜
、
幅
45
㎜
、
長
さ
３

ｍ
、
４
ｍ
等
の
サ
イ
ズ
の
厚
板
集
成

版
に
し
た
も
の
で
、
④
一
時
間
耐
火

の
国
土
交
通
大
臣
の
認
定
を
取
得

し
、
工
期
の
短
縮
、
建
物
の
軽
量
化
、

現
場
作
業
・
施
工
の
合
理
化
・
省
力

化
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
居
住
性
な
ど

の
性
能
が
あ
り
、
全
国
各
地
の
施
工

事
例
を
報
告
さ
れ
た
。

　

最
後
に
、「
エ
ス
テ
ッ
ク
ウ
ッ
ド

を
使
用
し
た
大
型
木
造
・
木
質
化
の

展
開
」（
大
型
物
流
施
設
等
）
に
つ
い

て
、
江
間
忠
木
材
株
式
会
社
エ
コ
ラ

イ
フ
事
業
部
部
長
前
野
晋
史
氏
か

ら
、
窒
素
加
圧
加
熱
処
理
木
材
で
あ

る
エ
ス
テ
ッ
ク
ウ
ッ
ド
は
、
薬
品
使

用
し
な
い
で
高
耐
久
化
と
高
い
安

全
性
を
保
持
し
た
製
品
で
あ
り
、
大

型
物
流
施
設
の
内
・
外
装
等
の
ル
ー

バ
ー
に
利
用
し
た
時
の
効
果
に
つ

い
て
報
告
さ
れ
た
。
ま
た
、
地
域
産

材
の
利
用
事
例
と
し
て
、
横
浜
植
物

検
疫
所
つ
く
ば
圃
場
、
み
な
と
パ
ー

ク
芝
浦
、
川
崎
市
医
師
会
館
も
報
告

さ
れ
た
。

第
45
回
Ｊ
Ａ
Ｓ
製
材
品
普
及
推
進

展
示
会
表
彰
式
・
記
念
講
演
会
を
開
催

木
材
利
用
促
進
条
例
の
策
定
状
況

　

２
月
８
日
（
木
）
Ｊ
Ａ
Ｓ
製
材

品
の
普
及
を
図
る
た
め
、
全
国
木
材

組
合
連
合
会
、
全
日
本
木
材
市
場
連

盟
、
全
国
木
材
市
売
買
方
組
合
連
盟

の
共
催
に
よ
る
第
45
回
Ｊ
Ａ
Ｓ
製

材
品
普
及
推
進
展
示
会
・
表
彰
式

が
、
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ド
ヒ
ル
市
ヶ
谷

に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
。

　

多
く
の
木
材
業
界
関
係
者
が
見

守
る
中
、
農
林
水
産
大
臣
賞
を
は
じ

め
各
賞
が
授
与
さ
れ
た
。
表
彰
式
の

後
、
セ
イ
ホ
ク
株
式
会
社
技
師
長
神

谷
文
夫
氏
を
講
師
に
、『
木
構
造
の

視
点
か
ら
見
た
製
材
に
対
し
て
要

求
さ
れ
る
品
質
と
性
能
』
を
テ
ー
マ

と
し
た
記
念
講
演
が
行
わ
れ
た
。

（
こ
れ
ま
で
成
立
し
た
条
例
の
名
称
、
制
定
年
月
日
）

① 
徳
島
県
県
産
材
利
用
促
進
条
例

（H
2
4
.12

.21
）

② 

茨
城
県
県
産
材
利
用
促
進
条
例

（H
2
6
.4

.10

）

③ 

秋
田
県
木
材
利
用
促
進
条
例

（H
2
8
.3

.15

）

④ 

富
山
県
県
産
材
利
用
促
進
条
例

（H
2
8
.9

.3
0

）

⑤ 

山
形
県
の
豊
か
な
森
林
資
源
を
活

用
し
た
地
域
活
性
化
条
例

⑥ 

岡
山
県
県
産
材
利
用
促
進
条
例

（H
2
9
.3

.21

）

⑦ 

高
知
県
県
産
木
材
の
供
給
及
び
利

用
の
促
進
に
関
す
る
条
例
（H

2
9
.3

.2
4

）

⑧ 

兵
庫
県
県
産
木
材
の
利
用
促
進
に

関
す
る
条
例

⑨ 

み
ん
な
で
つ
か
お
う
「
ふ
く
い
の

木
」
促
進
条
例

⑩ 

栃
木
県
県
産
木
材
利
用
促
進
条
例

⑪ 

香
川
県
県
産
木
材
の
供
給
及
び
利

用
の
促
進
に
関
す
る
条
例

⑫ 

森
林
資
源
の
循
環
利
用
の
促
進
に

関
す
る
か
ご
し
ま
県
民
条
例

⑬ 

み
や
ぎ
森
と
緑
の
県
民
条
例


